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はじめに

   コダッ ク  i200 シ リーズスキャナを接続して操作する前に、 このガイ ドをお読

みください。 このガイ ドには、 スキャナの接続、 使用、 メンテナンスに関する

重要な説明が記載されています。

• コダッ ク  スキャナ i250 は、 オート ドキュ メン ト フ ィーダを備えたデスク

ト ップ用片面カラースキャナです。

• コダッ ク  スキャナ i260 は、 オート ドキュ メン ト フ ィーダを備えたデスク

ト ップ用両面カラースキャナです。

• コダッ ク  スキャナ i280 は、 オート ドキュ メン ト フ ィーダを備えたデスク

ト ップ用両面カラースキャナです。

スキャナの機能 • 優れたペーパーハンド リ ング、 イ メージ品質および信頼性

• カラーを白黒およびクレースケールと同速度でスキャン

• カラーおよび白黒の同時出力

• 長尺および特殊原稿モード （i280 のみ）

• iThresholding を採用したパーフェク トページ技術による明瞭なイ メージと

テキス ト、 なめらかな線、 すぐれた再現性、 および適度な濃度

• ト グルパッチ機能で、 連続作業中にカラーモードに切替え （i280 スキャナ

のみ）

• ク ロ ッピング機能でイ メージの縁の黒線を除去

• 使用と メンテナンスが簡単

• さまざまな種類の用紙重量および用紙サイズに対応

• コンパク ト なサイズで、デスクやテーブルの上に場所を取らずに設置が可能

• 低ノ イズレベル

• 簡単な接続

• 各スキャナに付属の CD に ISIS および TWAIN デバイス ド ラ イバを収録

• 多言語サポート

• 自動オーバーラ ップ / 重送検知

• 全スキャナモデルが 世界各国での使用に適した複数の電源要件に対応

• ユーザによるキャ リブレーシ ョ ンが随時可能

• 赤、 緑、 青のエレク ト ロニッ クカラード ロ ップアウ ト
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用紙搬送機能 • 自動給紙および手動給紙

• 原稿の長さおよび厚さによる重送検知

• オペレータ補助による 「連続的」 に一枚ずつ給紙する機能を備えたオート
ドキュ メン ト フ ィーダ （ADF）

速度／容量（ スループッ ト ） 1 分当た りのページ数 （ppm） で表された以下の速度は、 カラー、 グレース

ケール、 および白黒出力の場合です。

イメージ品質機能 • ATP （アダプティブスレッシ ョルドプロセッシング）、 イ メージ圧縮、 ノ イ

ズフ ィルタ、 および白黒スキャン用のディザ

• 内蔵の iThresholding 機能によ り、 簡単設定で各種品質 （かすれた文字、 濃

い背景、 カラーの背景など） の混合ドキュ メ ン ト でも 高の白黒スキャニ
ング品質 

• イ メージキャプチャ光学解像度 ： 300dpi 

• イ メージ出力解像度： 白黒、グレースケール、カラー：75/100/150/200/240/
300/400/600dpi

注記： 400dpi および 600dpi におけるスループッ ト 速度は PC によって異なり

ます

• キャ リブレーシ ョ ン後に良好なカラーバランスを保つためのオート カラー
バランス （オート ホワイ トバランス） 補正

• 高のカラーイ メージ品質を実現するピクセルおよびカラー補正

• 数多くのイ メージ ビューアでの表示を可能にする 5 レベルの JPEG 圧縮

メンテナンス • 簡単に交換できるフ ィードモジュールとセパレータモジュール

• １つの手順で簡単に紙詰ま り を解消

• 電源、 レディ、 エラー、 および操作状態を示す LED インジケータ

解像度 横（ A4） 縦（ レター）

i250 スキャナ i260 スキャナ i280 スキャナ i250 スキャナ i260 スキャナ i280 スキャナ

150dpi 67ppm 67ppm
（134ipm）

82ppm
（164ipm）

53ppm 53ppm
（106ipm）

67ppm
（134ipm）

200dpi 50ppm 50ppm
（100ipm）

60ppm
（120ipm）

40ppm 40ppm
（80ipm）

50ppm
（100ipm）

300dpi 33ppm 33ppm
（66ipm）

40ppm
（80ipm）

26ppm 26ppm
（53ipm）

33ppm
（66ipm）
2 A-61167_ja   2005 年 4 月



オプシ ョ ンのアクセサリ • コダッ ク  i200 シ リーズインプリ ンタ  － 日付、時刻、指定された文字列、連

番などを原稿の裏面に印字します。 このアクセサリについては、 付録 C の

「コダッ ク  i200 シ リーズインプ リ ンタ」 を参照して ください。

• コダッ ク  i200 シ リーズジ ョ イン ト型フラ ッ トベッ ド  - A3サイズのフラ ッ ト

ベッ ドによ り、大きなサイズの原稿もスキャンできるよ うにな り ます。 この

アクセサリについては、付録 D の 「 コダッ ク  i200 シ リーズジ ョ イン ト可能

型フラ ッ トベッ ド £ を参照して ください。 .

注記： これらのアクセサリの注文については、付録 B の「消耗品とアクセサリ」

を参照してください。

• メモ リ （SODIMM） の追加 - メモ リ カードは、 お近くのコンピュータサプ

ライ取扱店でご購入ください。 メモ リ カードのインス トール手順は、付録 E
の 「オプシ ョ ンのメモ リのインス トール」 を参照して ください。

原稿のスキャン準備 • スキャナに給紙する原稿の束は、 オート ドキュ メ ン ト フ ィーダの下に先端
を揃えて中央に配置する必要があ り ます。 これによ り、原稿をフ ィーダで 1
枚ずつスキャナに搬送する こ とができます。 原稿はスキャンする側を下向

きに配置する必要があ り ます。 

• 原稿がホッチキスやク リ ップで留められている と、 スキャナに損傷を与え
る場合があ り ます。 ホッチキスやク リ ップは、スキャンする前にすべて取り

除いてください。

• 破れた り しわになっているページがある原稿でも、 このスキャナでは問題
なく スキャンするこ とができます。 ただし、原稿の破損状態によっては例外

もあ り ます。 破損した原稿をスキャナに搬送できるかど うか不確かな場合

は、原稿を保護用ク リ アシートに入れます。 シートは 1 枚ずつ手動で給紙す

る必要があ り ます。 ギャッ プリ リ ースレバーを持ち上げながら、 端が閉じ
ている方から給紙してく ださい。 

注記 ： オプシ ョ ンのコダッ ク  i200 シ リーズジ ョ イン ト型フラ ッ トベッ ドを使

用する と、 損傷した原稿をスキャンするこ とができます。 

なお、i280 スキャナのオート ドキュ メン ト フ ィーダでは、特殊原稿モー

ドにする と、 不整形のドキュ メ ン ト （たとえば、 クーポンを切り取っ
たページ、 大きな穴や切り取りがある原稿） でもスキャンできるよ う
にな り ます。 詳細については、 「追加機能」 の項を参照して ください。   

• 保護用ク リ アシート に入った原稿をスキャンする と きは、 入力ト レイのガ
イ ドをシートの幅に合わせて調節する必要があ り ます。

注記： コダッ クのスキャナは、 も一般的な業務で使われるさまざまな原稿の
種類でテス ト さ れています。 推奨する 原稿の仕様範囲内で原稿をス

キャンすると 、スキャナの 適なパフォーマンスを得られます。 これら

の仕様範囲 外で原稿をスキャンした場合、 スキャナの信頼性、 イ メ ー
ジ品質、 寿命において好ましく ない結果を招く こ と があり ます。
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推奨される原稿 次の表は、 推奨される原稿の属性をま とめたものです。

素材 • 未使用紙および再生紙

• 印画紙

• この項で記載されたサイズおよび厚さの要件を
満たす保護用ク リ アシート

用紙の種類 • ボンド

• レーザー

• インクジェ ッ ト

• オフセッ ト

用紙重量 ドキュ メン ト フ ィーダは、 50 ～ 200g （13 ～ 110 ポンド） の幅広い用紙重量に対

応しています。

原稿の最小サイズ
（ 幅 x 長さ ）

 8.9x6.4cm （3.5x2.5 インチ）

原稿の最大サイズ
（ 幅 x 長さ ）

i250 スキャナ／ i260 スキャナ

標準メモ リ搭載時 ： 29.7 x 43.2cm （11.7 x 17 インチ）

拡張メモ リ搭載時 ： 29.7 x 66.0cm （11.7 x 26.0 インチ）

ジ ョ イン ト型フラ ッ トベッ ド使用 ： 29.7 x 43.2cm （11.7 x 17 インチ）

i280 スキャナ

標準メモ リ搭載時 ： 29.7 x 86.4cm （11.7 x 34 インチ）

ジ ョ イン ト型フラ ッ トベッ ド使用 ： 29.7 x 43.2cm （11.7 x 17 インチ）

注記 ： i280 スキャナは 609cm （20 フ ィート ） までのロールタイプの原稿が扱えま

す。 （長尺モード）

用紙上のインク 注記： スキャンを開始する前に、用紙上のすべてのインクが乾いているこ と を確認
してく ださい。

• 標準オフセッ ト印刷用

• インクジェ ッ トプ リ ンタ用

• 熱転写用

• 手書き用インク

修正液 注記： スキャンを開始する前に、用紙上のすべての修正液が乾いているこ と を確認
してく ださい。

• Liquid Paper®

• Tipp-Ex®

• Wite-out®

• その他の類似する修正液

原稿をまとめて自動給紙
する場合の高さ

原稿をま とめて給紙する場合の 大の高さは 10.2mm （0.4 インチ）、 または 60g
（16 ポンド） の用紙で約 150 枚です。
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安全性に関する情報 • スキャナを配置する際は、 電源コンセン トが スキャナの 1.52m （5 フ ィー

ト ） 以内にあ り、 簡単にコンセン トに接続できるこ とを確認して ください。

注意： スキャナと電源アダプタは、 室内の 湿気のない場所でのみ使用してく
ださい。

• コダッ ク製品に使用されている化学物質の情報、 製品安全データシー ト
（MSDS） はコダッ クのウェブサイ ト www.kodak.com/go/MSDS から入手

できます。 カタログ ナンバーについては、 付録 B の 「消耗品およびアクセ

サリ 」 を参照して ください。 number information. 

警告ラベル

警告 ： スキャナの操作中は、 スキャナのフロン トパネルが定位置で閉じた状
態になっている必要があります。

プリン トヘッ ドの位置を変更するかインクカー ト リ ッジを交換する
とき以外は、 インプリンタアクセスドアは、 定位置で閉じた状態に
なっている必要があります。

インプリンタアクセスドアを取り外すときは、 着用している服の一
部、 装身具、 髪の毛、 またはその他の物がインプリンタ部に入り込ま
ないようにして く ださい。

ユーザへの注意事項 ユーザやその管理者は、機械を操作するにあた り、常識的な注意を払う必要が
あ り ます。 注意事項には、 たとえば次の内容が含まれます。

• 過度にゆった り した服装を避け、 袖口のボタンを外さないよ うにして くだ
さい。

• 外れやすい装身具、 ブレスレ ッ ト 、 大きな指輪、 長いネッ クレスなどは身
に付けないよ うにして ください。

• 髪の毛は、 必要に応じてヘアネッ ト を使用するか、 長い髪は束ねるなどし
て、 短く ま とめます。

• 機械の周辺にある、 吸い込まれそ うな小さな物はすべて取り除きます。

• 時折十分な休憩を取って、 集中力を保つよ うにします。

業務監督者は、 コダッ ク i200 シ リーズスキャナおよびその他の機械オペレー

タが従うルールに、 上記のよ うな予防措置を含めるよ うお願いします。

注意 ： 高電圧。 接触を避けること。

注意 ： 高温度。 接触を避けること。

注意 ： 可動部品。 接触を避けること。
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安全性および規制に関する
機関の承認

コダッ ク  i200 シ リーズスキャナは、 国内および海外で定められている製品の

安全性および電子放出規制要件のすべてに適合しています。 準拠する法的な

要求事項は以下のとおりです （ただし、 この限りではあ り ません）。

コダッ ク  i200 シリ ーズスキャナの規制に関する機関の承認

国または地域 安全性承認 安全規格
マーク

電磁規制 EMC マーク

オースト ラリ ア AS/NZS 3548 ク ラス A C-Tick

カナダ C A N / C S A - C 2 2 . 2
No. 60950-00
第 3 版標準規格

C - UL カナダ ICES - 003 発行 3
ク ラス A

中華人民共和国 GB4943-1995 CCC "S&E" GB 9254:98 ク ラス A
GB 17625.1:2003 ハーモニッ クス

CCC "S&E"

ヨ ーロッ パ連合 CE EN 55022:95
ITE エミ ッシ ョ ン規格 ク ラス B
i200 シ リーズジ ョ イン ト型フラ ッ

トベッ ド使用時は ITE エ ミ ッシ ョ

ン規格 ク ラス A
EN 61000-3-2
電源高調波

EN 61000-3-3 フ リ ッカ

EN 55024:95 ITE イ ミ ュニティ

CE

ド イツ EN 60950 : 2000 TUV GS

国際規格 IEC 60950
3 版 

CISPR 22 ク ラス B
i200 シ リーズジ ョ イン ト型フラ ッ

トベッ ド使用時は CISPR 22 ク ラ

ス A

日本 VCCI ク ラス A

台湾 CNS 13438 ク ラス A BSMI

米国 UL 60950
第 3 版

UL CFR 47 パート 15、 サブパート B
FCC ク ラス A
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環境に関する情報 • コダッ ク  i200 シ リーズスキャナは、 環境に対する世界中の要件に対応でき

るよ う設計されています。

• i200 シ リーズスキャナの電源アダプタコードジャケッ ト と電子回路のはん

だ部分に鉛が含まれています。 鉛の廃棄は、環境への配慮から規制されてい

る場合があ り ます。 廃棄またはリサイ クルに関する情報については、地方公

共団体、 または米国では、 Electronics Industry Alliance （EIA 米国電子工業

会） www.eiae.org にお問い合わせください。

• 入手可能な情報による と、インクカート リ ッジの処分については、米国 EPA
（RCRA）、 米国 Clean Water Act （CWA）、 またはその両方によって規制さ

れません。 ただし、州または地域の埋立、焼却、 またはリサイ クルの要件に

規制される場合があ り ます。

• メ ンテナンスまたはサービス時に交換した消耗品の廃棄についてはガイ ド
ラ インを参照して ください。 詳細については、 地域の規制に従うか 寄の
コダッ ク代理店にお問い合わせください。

• 製品パッケージはリサイ クル可能です。

• 部品は再利用またはリサイ クルを行う よ うに設計されています。

• i200 シ リーズスキャナは、 エネルギースターに準拠しています。

騒音 Machine Noise Information Ordinance - 3, GSGV
操作者位置の騒音は <7070 dB （A） 以下。

電源システム この装置は、 IT 系統に合わせて設計されています。
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EMC 声明

米国 この装置はテス トの結果、 FCC 規制パート 15 による ク ラス A デジタル製品

の制限に準拠しているこ とが証明されています。 これらの制限は、商業環境で

使用した場合に、 有害な電波干渉から適正に保護する こ とを目的と していま
す。 本製品は高周波エネルギーを発生させ、使用し、 また放射するこ と もあ り

ます。 取扱説明書に従って設置およびご使用されない場合は、無線通信に有害

な障害をもたらす可能性があ り ます。 住宅地区でこの装置を使用する と、有害

な干渉を引き起こす可能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉
防止措置を講じる必要があ り ます。

日本 この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ

く ク ラス A 情報技術装置です。 したがって、住宅地域またはその隣接した地域

で使用する と、 ラジオ、 テレビ受信機などに受信障害を与える こ とがあ り ま
す。 この場合には、ユーザが適切な対策を講じるよ うに要求されるこ とがあ り

ます。

台湾 警告： この装置はク ラス A の製品です。 この装置を家庭環境で使用する と、無

線妨害を引き起こすおそれがあ り ます。 この場合には、ユーザが適切な対策を
講じるよ うに要求されるこ とがあ り ます。 

中華人民共和国 警告： この装置はク ラス A の製品です。 この装置を家庭環境で使用する と、無

線妨害を引き起こすおそれがあ り ます。 この場合には、ユーザが適切な対策を
講じるよ うに要求されるこ とがあ り ます。

ヨ ーロッ パ連合（ EU） 向け 警告： この装置はク ラス A の製品です。 この装置を家庭環境で使用する と、無

線妨害を引き起こすおそれがあ り ます。 この場合には、ユーザが適切な対策を
講じるよ うに要求されるこ とがあ り ます。
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スキャナの接続

設置場所について スキャナは以下のよ うな場所に設置してください。

• 通常のオフ ィ ス 環境で、 温度と相対湿度が保たれた清潔な場所

注意 ： スキャナと電源アダプタは、 室内の湿気 のない場所でのみ使用して く
ださい。

• 次の重量を支えるこ とのできる安定した平らな表面

- i250 スキャナ ： 12.5 kg (27.5 ポンド )

- i260 スキャナ ： 13.9 kg (30.5 ポンド )

- i280 スキャナ ： 13.9 kg (30.5 ポンド )

- オプシ ョ ンのフラ ッ トベッ ドアクセサ リ を装着した i250 スキャナ： 19.8 
kg (43.5 ポンド )

- オプシ ョ ンのフラ ッ トベッ ドアクセサ リ を装着した i260 スキャナ： 21.2 
kg (46.5 ポンド )

- オプシ ョ ンのフラ ッ トベッ ドアクセサ リ を装着した i280 スキャナ： 21.2 
kg (46.5 ポンド )

• 電源コンセン トから 1.52m （5 フ ィート ） 以内の場所

注記： スキャナの仕様の詳細については、 付録 A の「 仕様」 を参照してく だ

さい。
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システム要件

最小システム構成 スキャナを使用する場合、 次の 小構成が必要です。

注記 ： システムの実際の性能は、 スキャンアプ リ ケーシ ョ ン、 スキャンパラ
メータの選択、およびホス ト コンピュータの設定によって異なり ます。

スキャナが 適な速度で動作していない場合は、 定格のスループッ ト
を得るために、 よ り高速なコンピュータを使用したり、 RAM を増設し

なければならない場合があ り ます。

• Pentium III 1GHz 以上のプロセッサを搭載した IBM PC （または互換機）

- i260 スキャナ ： 300dpi で自動傾き修正付きのスキャンを行う場合、 白黒

スキャンでは 1.8GHz 以上、 カラースキャンでは 2.5GHz 以上のプロ

セッサを使用する必要があ り ます。

- i280 スキャナ ： 300dpi で自動傾き修正付きのスキャンを行う場合、 白黒

スキャンでは 1.8GHz 以上、 カラースキャンでは 2.5GHz 以上のプロ

セッサを使用する必要があ り ます。

• Microsoft Windows 98SE、Windows Millennium Edition （Me）、Windows 2000、
または Windows XP

• 100MB 以上のハードディ スク空き容量 （200MB を推奨）

• 128MB の RAM

• モニタ （VGA）

• マウス

推奨システム構成 適な状態で使用するためには、次の構成（または、これ以上）をお勧めします。

注記： システムの実際の性能は、 スキャンアプリ ケーショ ン、 スキャンパラ
メ ータの選択、 およびホスト コンピュータの設定によって異なり ます。

• Pentium IV 3.2 GHz 以上のプロセッサを搭載した IBM PC （または互換機）

• Microsoft Windows 98SE、Windows Millennium Edition（ Me）、Windows 2000、
または Windows XP

• 200MB 以上のハードディ スク空き容量

• 512MB の RAM

• スキャナにメモ リ （SODIMM） を追加

- i250 スキャナ ： 256MB まで搭載可能

- i260 スキャナ ： 256MB まで搭載可能

- i280 スキャナ ： 512MB まで搭載可能

• モニタ （VGA）

• マウス
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スキャナの開梱 スキャナの梱包箱には次の品目が含まれています。

• コダッ ク  i200 シ リーズスキャナ

• 入力ト レイ

• 出力ト レイ

• 電源アダプタ

• 電源コード

• インス トール CD

• コダッ ク  キャプチャソフ ト ウェア （ラ イ ト版） CD

• 「はじめにお読みください」 シート

• ユーザーズガイ ド （英語の印刷版。 インス トール CD には 9ヶ国語に翻訳さ

れたユーザーズガイ ドの .pdf ファ イルが含まれています）

• ユーザ登録シート

• ク リーニング用品

• キャ リブレーシ ョ ンシートパッ ク

注記： 梱包材料は、 将来の入用時に備えてすべて保管しておいてく ださい。

スキャナのユーザ登録 スキャナを継続して使用する上でコダッ クから 善のサービス とサポート を
受けるには、スキャナのユーザ登録を行ってください。 スキャナのユーザ登録

をする と、ファームウェアおよびハード ウェアが更新されたと きに、それらを
入手できるよ うにな り ます。

注記： サービスサポート を受けるには、スキャナのユーザ登録をする必要があ
り ます。

新規スキャナの機器保証登録は、www.kodak.com/go/DIwarrantyregistration
で行う こ とができます。

コダッ クのサービスおよびサポート に関する詳細については、 寄り のコダッ ク

Document Imaging 製品代理店または www.kodak.com/go/DIserviceandsupport
をご覧く ださい。

スキャナのコンポー
ネン ト

前部

1 スキャナドア

2 ギャップリ リースレバー

3 スキャナドアリ リース

4 用紙ガイド

5 入力ト レイ

6 延長入力ト レイ

7 フロン トパネル

8 フロン トパネルラッチ

1

4

7 85 6

3

2
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後部

側部

内部

 

1 インプリンタアクセスドア （オ
プシ ョ ンのインプリンタ用）

2 インプ リン タアクセス ド アハン
ドル

3 FireWire （IEEE-1394） ポート

4 電源入力

5 出力ト レイ

6 延長出力ト レイ

5 63 4

1

2

1 延長出力ト レイ

2 出力ト レイ

3 インジケータライ ト （赤、 緑）

4 入力ト レイ

5 延長入力ト レイ

1 2 4 5

3

1 セパレータモジュール

2 ド ライブローラ

3 イ ン ク ブ ロ ッ タ ス ト リ ッ プ用
チャネル （オプシ ョ ンのインプリ
ンタ用）

4 リアローラカバー

5 フロン ト ローラカバー

6 フ ィードモジュール

2

3

4

5
6

1
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接続設定 スキャナをホスト コンピュータに接続する前に、 IEEE-1394（ FireWire） カード

およびコダッ ク  ド ライバソフト ウェアのインスト ール手順に従ってく ださい。

重要 ： スキャナを接続する前に、 ホス ト コンピュータにこのソフ ト ウェアを
インス トールする必要があ り ます。

IEEE-1394（ FireWire） カー

ド のホスト コンピュータ  へ
のインスト ール

IEEE-1394 6 ピンコネク タは、 IEEE-1394 （FireWire） 接続用と してスキャナ

のリ アパネルにあ り ます。

1. カードに添付された指示に従って、 IEEE-1394 （Fire Wire） カードをホス

ト コンピュータにインス トールして ください。

重要 ： IEEE-1394 （FireWire） カード をコンピュータにインス トールする際

は、 静電気を防ぐ適切な処置を行って ください。

2. IEEE-1394 （FireWire） カードのインス トールが完了したら、 ホス ト コン

ピュータの電源を入れます。

コダッ クド ライバ ソフト
ウェ アのインスト ール

1. コダッ ク  i200シ リーズインス トールCDをCD-ROMド ラ イブに挿入します。

インス トールプログラムが自動的に起動します。

2. 画面上の指示に従って、TWAINおよび ISIS ド ラ イバ、SVT（Scan Validation
Tool） をインス トールします。

IEEE-1394（ FireWire） ケー

ブルの取り 付け 
1. IEEE-1394 （FireWire） ケーブルのビード部をスキャナ後部の IEEE-1394

ポートに接続します。

警告 ： 必ず、 IEEE-1394 （FireWire） ケーブルの端のコネクタを IEEE-1394
ポートの形状に合った向きで取り付けて く ださい。 誤った向きで取り
付けると、 スキャナに損傷を与える場合があります。 

重要 ： i200 シ リーズスキャナに付属の IEEE-1394 ケーブルのみ使用してくだ

さい。 
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2. IEEE-1394 （FireWire） ケーブルのも う一方の端をホス ト コンピュータに

接続します。

警告 ： 必ず、 IEEE-1394 （FireWire） ケーブルの端のコネクタを IEEE-1394
ポートの形状に合った向きで取り付けて く ださい。 誤った向きで取り
付けると、 スキャナに損傷を与える場合があります。 

重要 ： ホス ト コンピュータに IEEE-1394 （Fire Wire） カードで接続されてい

る機器は、i200シ リーズスキャナのみであるこ とを確認して ください。   

電源のセッ ト アッ プ スキャナには1本または数本の電源コードが付属しています。 ご使用の電源の

タ イプに必要なコードのみを使用して ください。 不要な電源コードは適切に

処分してください。

スキャナに付属していた電源アダプタのみを使用して ください。

注意 ： スキャナと電源アダプタは、 必ず室内の湿気のない場所でのみ使用し
て ください。

重要 ： これ以外の電源アダプタモデルや他社製の電源アダプタを代用しない
でください。

1. 電源スイ ッチの "O" とい う ラベルの付いた側を押して電源がオフになっ

ているこ とを確認します。

注記 ： 電源スイ ッチは電源アダプタ上にあ り ます。

2. ご使用の電源のタイプに適合した電源コードを電源アダプタに接続します。

3. 電源アダプタをスキャナ後部の電源入力に接続します。

オン／オフ （I/O）

スイ ッチ
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4. 電源コードを電源コンセン トに接続します。

注記 ： 電源コンセン トがスキャナの 1.52m （5 フ ィート ） 以内にあり、 簡単に

コンセン トに接続できるこ とを確認してください。

5. 電源スイ ッチの "I" とい う ラベルの付いた側を押してスキャナの電源を入

れます。 

スキャナに電源を入れる と、 赤と緑のインジケータラ イ ト が点灯します。

約 1 分後、 両方のライ トが消えます。 緑のインジケータライ トが再び点灯

する と、スキャナが接続され、スキャンの準備が完了したこ とにな り ます。

ただし、 ホス ト コンピュータがスキャナを検出するまで、 も う 2 ～ 3 分か

かる場合があ り ます。

良のキャ リブレーシ ョ ン状態とスキャン結果を得るためには、 スキャナ
の光源ランプが温まるまで少な く と も 3 分間必要です。

• Windows  2000 を実行しているコンピュータにスキャナをインス トールす

る場合は、 次の画面が表示されます。

［はい ］ を選択します。 コダッ クでは、 Windows 2000 での i200 シ リーズス

キャナの動作は確認済みです。

これでスキャナが接続されました。

• Windows XP を実行しているコンピュータにスキャナを接続する場合は、次

の画面が表示されます。
A-61167_ja   2005 年 4 月 15



［次へ］ を選択します。

次の画面が表示されます。

［続行］ を選択します。 コダッ クでは、 Windows XP での i200 シ リーズス

キャナの動作は確認済みです。

次の画面が表示されます。

［完了］ を選択します。

これでスキャナが接続されました。
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入力トレイと出力トレイ 入力ト レイ と出力ト レイは定位置にカチッ と収まるよ うになっています。 ま
た、 さまざまな原稿サイズに合わせて調節できるよ うになっています。 スキャ

ナを使用していないと きには、 入力ト レイ と出力 ト レイをスキャナの側面に
沿って畳んで、 スペースを節約するこ と もできます。

入力ト レイの接続 1. スキャナの入力ト レイスロ ッ ト （大きい穴） の位置を確認します。

2. 入力ト レイピンと スロ ッ ト を合わせます。

3. 入力ト レイをカチッ と音がして定位置に収まるまで押します。

出力ト レイの接続 1. スキャナにある出力ト レイスロ ッ トの位置を確認します。

2. 出力ト レイピンと スロ ッ ト を合わせます。

3. 出力ト レイをカチッ と音がして定位置に収まるまで押します。

延長ト レイとサイド ガイド • 入力ト レイ と出力ト レイには、 長尺原稿に対応するための延長ト レイが付
いています。 延長ト レイをつかんで目的の位置に引き出して ください。 

• 入力 ト レ イにはサイ ド ガイ ド が付いています。 このガイ ド を動かして、
フ ィーダを原稿のサイズに合わせて調節します。 サイ ドガイ ド をつかんで

目的の位置にスライ ド させます。

入力ト レイ出力ト レイ 原稿押さえ

延長入力ト レイ延長出力ト レイ
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出力ト レイの調節 出力ト レイは調節可能で 、 3 つの位置が用意されています。

• 長尺原稿をスキャンすると きは、出力ト レイを も低い位置にセッ ト します。

• レターまたは A4 サイズの原稿をスキャンする と きは、出力ト レイを中間の

位置にセッ ト します。

• 小切手をスキャンする と きは、 出力ト レイを も高い位置にセッ ト し、
初の原稿押さえを起こします。

長さが 14cm （5.5 インチ） の原稿をスキャンする と きは、 も高い位置で

2 番目の原稿押さえを使用します。

1. ト レイの両側をつかみます。

2. ト レイを持ち上げて、 目的の位置まで上下に移動します。

入力ト レイと 出力ト レイの
収納

スキャナを使用しないと きは、 スキャナの ト レイを移動するこ とができます。

1. 入力ト レイをつかみます。

2. 入力ト レイがスキャナの前面にぴったり付く まで ト レイを持ち上げます。

3. 出力ト レイをつかみます。

4. 出力ト レイがスキャナの背面にぴったり付く まで ト レイを持ち上げます。 

オプショ ンのアクセサリ の取
り 付け

コダッ ク  i200 シ リーズインプリ ンタ、コダッ ク  i200 シ リーズジ ョ イン ト型フ

ラ ッ トベッ ド、 追加メモ リ （SODIMM） をご購入の場合は、 このガイ ドで該

当する付録の取り付け手順を参照して ください。

 

長尺原稿用の最も低
い位置

レターまたは A4 サイ

ズ原稿用の中間位置

小切手用の最も高い
位置
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スキャナの使用方法

スキャンの開始および停
止

スキャンはアプ リ ケーシ ョ ン用に開発されたソフ ト ウェアによって制御され
ます。 スキャンの開始および停止の手順については、 ソフ ト ウェアに付属のマ

ニュアルを参照して ください。

自動給紙 原稿の束をスキャンするには、 「はじめに」 の項で説明されたサイズ、 種類、
量などの指針に従ってください。 よ り高速に処理するには、オート ドキュ メン

ト フ ィーダ （ADF） に原稿を横長 （辺の長い方を前） に置いて給紙します。

重要 ： 原稿がホッチキスやク リ ップで留められている と、 スキャナに損傷を
与える場合があ り ます。 ホッチキスやク リ ップは、スキャンする前にす

べて取り除いてください。

1. 束ねた原稿の先端をそろえます。

2. 原稿の先端を揃え、 下向きにして ADF の中央に置きます。 

3. ドキュ メン ト フ ィーダガイ ドを調節します。

4. 必要に応じて、 出力ト レイの位置を調整します。

5. 必要に応じて、 延長出力ト レイを引き出します。

6. スキャンを開始します。

連続給紙 連続給紙では、 追加原稿の束をフ ィーダに配置して、 「無限に」 給紙するこ と
ができます （オペレータの補助が必要）。

• フ ィーダに残っている原稿が数枚になったら、 この上に次の束を下向きに
配置します。 
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手動給紙 「はじめに」 の項で説明された原稿のサイズ、種類、重さ、量などの指針に従っ
てください。 原稿の先端を揃え、 下向きにして ADF の中央に置き、 スキャン

を開始します。

破損した原稿 破損した原稿や破損しやすい原稿は、 保護用ク リ アシー ト に入れ、 オート ド
キュ メン ト フ ィーダを使用してスキャンするこ とができます。

注記 ： i280 スキャナには、 特殊原稿モード機能があり、 ADF を使用して不整

形の原稿や穴のある原稿をスキャンする こ とができます。 詳細につい

ては、 「追加機能」 の項を参照してください。

1. 破損した原稿を保護用ク リ アシートに入れます。

2. ク リ アシート を下向きに、端が閉じている方を先頭にして、ADF の中央に

配置します。 

3. 必要に応じて、 ギャ ップ リ リースレバーを持ち上げます （これによ り、 さ
らに隙間の空間が広がって原稿を給紙しやすくな り ます）。

4. スキャンを開始します。

ギャ ップ リ リースレバー
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追加機能 よ り多くの原稿の種類をよ り速く、よ り高品質でスキャンするための追加機能
を次に示します。 iThresholding を採用したパーフェク トページ技術を除き、こ

れらの機能は i280 スキャナのみで使用できます。

• 長尺モード

• 特殊原稿モード

• iThresholding を採用したパーフェク トページ技術 - すべての i200 シ リーズ

スキャナ

• ト グルパッチ

長尺モード    長尺モードは、 スキャナが通常扱える 34 インチを超える長さの原稿をスキャ

ンするこ とができます。 長尺モードでは、 609cm （20 フ ィート ） までの原稿

を 300dpi でスキャンする こ とができます。 ロールタイプの原稿 （たとえば、

EKG チャート、 チャート レコーダロール、 その他のロールタイプの原稿） も

スキャンするこ とができます。 

スキャン した原稿は複数のイ メージで送信されます。 スキャンアプ リ ケー

シ ョ ンの固定クロ ップオプシ ョ ンで、イ メージの高さ と幅を指定するこ とがで
きます。 推奨セグメン トサイズは、 10 から 12 インチです。 

特殊原稿モード  不整形の原稿 （たとえば、 クーポンを切り取ったページ、大きな穴や切り取り
がある原稿） はイ メージが切れたり、紙詰ま り を起こすこ とがあ り ますが、特
殊原稿モードにすればスキャンできるよ うにな り ます。

特殊原稿モードを使用する と スキャナのスループッ トが下がり ます。 （たとえ
ば、A4 またはレターサイズの原稿を縦置き、200dpi でスキャンした場合、25%
程度下がり ます。）   

注記 ： スキャナは、 短い方の端で原稿の終わり を認識す
るため、 横側と下側に切り取りがある原稿 （たと
えば、 右図） では、 特殊原稿モードでも、 スキャ
ン中に停止する場合があ り ます。

これらのタイプの原稿は、 フ ィードモジュールの
タイヤの下に置くか、 保護用ク リ アシートに入れ
るこ とでスキャンできるよ うにな り ます。

極端に破れたり、 断片になっているものは保護用
ク リ アシートに入れてください。
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iThresholding を採用した

パーフェ クト ページ技術

iThresholding を採用したパーフェク トページ技術は、 背景やテキス トのコン

ト ラス トがページによって異なっている混合原稿を 一括でスキャンする場合
に欠かせません。 従来は手動調整が必要と していた原稿 （ハイライ ト部分があ

る、 低コン ト ラス ト 、 薄紙など） も、 それぞれ明るさを自動調整します。

iThresholding 機能を使用する と、 原稿の束をそれぞれ動的に評価して 適な

スレッシ ョルドを決定するため、 高のイ メージ品質が得られます。

iThresholding 機能によ り、 コン ト ラス トの低い原稿から高い原稿まで、 広範

囲に渡り 高のイ メージ品質を得られるので、予め選別、再スキャン、後処理
などの手間を減らします。 ほとんど、 あるいは全くユーザの介入なしに、明瞭

なイ メージとテキス ト、 なめらかな線、 すぐれた再現性、 適度な濃度でのス
キャン結果が得られます。

ト グルパッ チ ト グルパッチ機能によ り、 スキャナが現在のスキャンモードから別のモード
（たとえば、 白黒からカラー、 カラーから白黒） への切替えをするこ とができ
ます。 

  

ト グルパッチ （右図） を使用する と、 カラーモード切替
え機能が働きます。 カラーモード切替え機能では、 ト グ

ルパッチがスキャナに読み込まれるたびに、 自動的にス
キャンモードを切り替えます。

注記 ： インス トール CD には、 ト グルパッチ原稿の .pdf
ファ イルが含まれています。 ト グルパッチ原稿を

高品質のプリ ンタで印刷して ください。

両面に ト グルパッチを印刷した原稿を両面モード
でスキャンしないでください。
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メンテナンス

スキャナのクリーニング 日常的にスキャンする う ちに、 スキャナにはほこ りやゴ ミ が付着します。 ス
キャナの性能を 適に保つには、 この項で説明する ク リーニング手順に従っ
て、 フ ィードモジュールローラ、セパレータモジュールタイヤ、 イ メージング
ガイ ド、 搬送部、 搬送路などを少なく と も週に 1 度ク リーニングして くださ

い。 ノンカーボン紙や新聞紙をスキャンしている場合、またはインプ リ ンタを

使用している場合には、 スキャナと搬送路を毎日ク リーニングして ください。

次のク リーニング用品のみ使用するよ うにして ください。

重要 ： 静電ク リーニングク ロスには、 目に刺激を与え、 肌のかさつきの原因
と なる イ ソプロパノールが含まれています。 メ ンテナンス作業が終

わったら、石鹸と水で手を洗ってください。 詳細については、製品安全

データシート （MSDS） を参照して ください。 MSDS は、 コダッ クの

ウェブサイ ト  www.kodak.com/go/MSDS から入手できます。 

スキャナを使用する前にすべてのタイヤを完全に乾燥させてください。

注記 ： 他のク リーニング製品を使用する と、 スキャナに損傷を与える場合が
あ り ます。

特に指示がない限り、 新しいク リーニング用品を使用して ください。

推奨される ク リーニング用品のほかに、 掃除機を使用してスキャナの
ゴ ミ を取り除く こ と もできます。

フ ィードモジュールおよびセパレータモジュールのゴムタイヤに付着
するゴ ミは問題あ り ません。 タイヤのゴ ミは、必ずしも磨耗や損傷を意

味するものではあ り ません。 ク リーニング後、タイヤを点検し、必要に

応じてセパレータモジュールまたはフ ィードモジュールを交換して く
ださい。

ク リーニング用品を注文するには、付録 B の「消耗品およびアクセサリ」

を参照してください。

品目 CAT No.
コダ ッ クデジタルサイエンス ローラ ク リ ーニングパッ ド
（24 枚）

853 5981

静電ク リーニングクロス （144 枚） 896 5519

コダッ クデジタルサイエンス ト ランスポー ト ク リーニング
シート （50 枚）

169 0783
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セパレータモジュールのク
リ ーニング

1. スキャナの電源を切り ます。 

2. フ ィーダから原稿を取り除きます。

3. スキャナドア リ リースを持ち上げて、スキャナドアのラ ッチを解除します。

4. スキャナドアを持ち上げて開きます。

5. セパレータモジュールを引き下げてから持ち上げて取り外します。

6. セパレータモジュールタイヤを回転させ、ローラ ク リーニング パッ ドで拭
いてください。

セパレータモジュール
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7. タイヤを点検します。

セパレータモジュールタイヤに磨耗または破損の兆しが見られる場合は、
タイヤまたはセパレータモジュールを交換します。

8. セパレータモジュールを挿入し、 軸の端を揃えます。

9. カチッ と音がして定位置に収まるまでセパレータモジュールを押し込み
ます。

10. 次の項に進んでフ ィードモジュールをク リーニングします。 

フィ ード モジュールのクリ ー
ニング

1. フロン ト ローラカバーの左側にある、 突き出ている端を横に押し、 カバー
を引き上げて取り外します。

注記 ： フロン ト ローラ  カバーを取り外す際に、 入力ト レイを少し持ち上げな

ければならない場合があ り ます。

2. フ ィードモジュールを右に押してから持ち上げて取り外します。 

フロン ト ローラカバー

フ ィードモジュール
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3. フ ィードモジュールを回転させて、 ローラ ク リーニングパッ ドで拭いてく
ださい。

4. フ ィードモジュールを点検します。

フ ィードモジュールタイヤに磨耗または破損の兆しが見られる場合は、 タ
イヤまたはフ ィードモジュールを交換します。

5. フ ィードモジュールの下にある ト レイ と フロン ト ローラカバーからほこ
りやゴ ミ を取り除きます。

6. フ ィードモジュールのピンを合わせ、 モジュールを右方向に押して定位置
に収めます。

7. フロン ト ローラカバーを再び取り付けます。

8. 次の項に進んでド ライブローラ と搬送部をク リーニングします。

ド ライブローラおよび搬送部
のクリ ーニング

1. ド ラ イ ブローラ を回転さ せて、 ローラ ク リ ーニングパッ ド で拭いてく だ
さ い。 

2. ド ラ イブローラ周囲にあるスロ ッ ト内のほこ りやゴ ミ を取り除きます。
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3. ローラ ク リーニングパッ ドで上下の搬送部を拭き取り ます。

4. 乾いた静電ク リーニングク ロスで搬送部を乾かします。

5. リ アローラカバーの左側にある突き出ている端を押し、 カバーを引き上げ
て取り外します。

6. リ アローラカバーの下のほこ りやゴ ミ を取り除きます。

7. リ アローラカバーを再び取り付けます。

8. 次の項に進んでイ メージングガイ ドをク リーニングします。   

イメ ージングガイド のクリ ー
ニング

イ メージングガイ ドの見えている面 （上側） をク リーニングします。 ク リーニ

ングのためにイ メージガイ ドを取り外す必要はあ り ません。

1. 上部イ メージングガイ ドおよび下部イ メージングガイ ド を静電ク リーニ
ングクロスで拭きます。

2. 乾いた静電ク リーニングク ロスでイ メージングガイ ドを乾かします。

3. スキャナドアを下げて、 ラ ッチがかかるまでしっかり と押し込みます。

4. 次の項に進んで搬送路をク リーニングします。

リ アローラカバー
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搬送路のクリ ーニング 1. ト ランスポート ク リーニングシートの包装を外します。

2. ク リーニングシートに合わせてドキュ メン ト フ ィーダを調節します。

3. ド ラ イブローラに付着したゴ ミ がすべて無く なるまでク リーニングシー
ト （粘着面を上にする） を縦長方向にしてスキャナ搬送部に給紙します。

4. フ ィーダガイ ドを適切に調整し、 ド ラ イブローラに付着したゴ ミがすべて
無くなるまでク リーニングシート （粘着面を上にする） を横長方向にして
スキャナ搬送部に給紙します。

5. 同じク リーニングシート を使用して手順 3 と 4 を繰り返します。 ク リーニ

ングシートの粘着面を下にして、 ド ラ イブローラに付着したゴ ミがすべて
無くなるまで給紙します。

注記 ： ク リーニングシートが汚れてきたら、汚れたシートは捨てて新しいもの
に取り替えてください。 

部品の交換 消耗品 （フ ィードモジュール、 セパレータモジュール、 プ リ セパレーシ ョ ン
パッ ド、 ローラタイヤ、および取り付け手順書） は次のキッ トで提供されてい
ます。

これらの交換部品以外は使用しないでください。

ユーザが交換できる部品の寿命は以下に示すとおりです。

• コダッ クセパレータモジュール i200 シ リーズスキャナ用 200,000 枚

• フ ィードモジュール i200 用 50 万枚

注記 ： タイヤには極めて信頼性が高い素材を使用しており、 も幅広い種類、
サイズ、厚さの原稿を給紙いたします。 寿命は、 この項で説明されてい

る推奨されるスキャナのク リーニング手順に従って、 推奨される用紙
の種類 （「はじめに」 の項の 「ドキュ メン トのスキャン準備」 を参照し
て ください） の範囲内で原稿をスキャンした場合の指針と して示され
ています。

寿命はスキャナの使用状況によって異な り ます。 特定の用紙の種類（ノ

ンカーボン用紙や新聞紙） を使用した場合、 ク リーニングを定期的に
行わなかった場合、推奨品以外のク リーニング液を使用した場合など
は、 タイヤの寿命が短くなるこ とがあ り ます。

ト ランスポート タ イムアウ ト を長めに設定する と、 タ イヤの寿命が短
くなるこ とがあ り ます。

交換部品を注文するには、 付録 B の 「消耗品およびアクセサリ 」 を参

照して ください。

   

品目 CAT No.
コダ ッ ク フ ィーダ交換キ ッ ト i200 シ リ ーズスキャナ用

（フ ィードモジュール 1 個、 セパレータモジュール 1 個、プ

リセパレーシ ョ ンパッ ド 2 個、 タイヤ 24 個）

124 1066

コダッ ク  フ ィーダ交換用キッ ト i200 シ リーズスキャナ用

ラージパッ ク（フ ィードモジュール5個、セパレータモジュー

ル 5 個、 プ リセパレーシ ョ ンパッ ド 10 個、 ローラタイヤ

120 個）

821 5808

コダッ ク イ メージングガイ ドセッ ト （上部ガイ ド 1 個、下部

ガイ ド 1 個）

120 0278
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スキャナのキャリブレー
シ ョ ン

キャ リブレーシ ョ ンを行う と、スキャナの光学システムを 適化し、スキャン
イ メージ全体の 高品質を実現します。 このキャ リ ブレーシ ョ ンを頻繁に行

う必要はあ り ません。 また、 お勧めしません。

注記 ： この項で示す画面は、 TWAIN ド ライバ用です。 画面表示が異なる場合

があ り ます。

1. ランプが暖まるまで 3 分間待ちます。

2. イ メージングタブの [ キャリブレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 

イ メージングチェーンキャ リ ブレーシ ョ ンダイアログボッ ク スが表示さ
れます。 

3. [ キャリブレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

メ ッセージが表示されます。 

4. スキャナの ADF にキャ リブレーシ ョ ンシート をセッ ト します。

スキャナに付属する 29.7cm （11.7 インチ） 角のキャ リブレーシ ョ ンシー

ト （CAT No. 1317304） を使用して ください。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

キャ リブレーシ ョ ンを開始します。 ADF キャ リブレーシ ョ ンが終了する

と、 確認ボッ クスが表示されます。   

6. [OK] をク リ ッ ク します。
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ト ラブルシューテ ィ ング

インジケータライ ト スキャナには 2 つのインジケータライ ト （赤と緑） があ り、 スキャナの状態を

表示します。

緑の点灯 — スキャナはスキャンの準備が完了

緑の点滅  — スキャナはビジー状態

赤の点灯 — エラーが発生 （一般的なエラーについては、 この項の 「問題の解

決」 を参照して ください。）

赤と緑の点灯 — スキャナ起動中

スキャナに電源を入れる と、 赤と緑のインジケータライ トが点灯します。 約 1
分後、 両方のライ トが消えます。 緑のインジケータラ イ トが再び点灯する と、

スキャナはレディ状態で、 スキャン可能にな り ます。 ただし、 ホス ト コン

ピュータがスキャナを検出するまで、 も う 2 ～ 3 分かかる場合があ り ます。

ランプ スキャナには、 ランプの寿命を延長するためのランプセーバー機能があ り ま
す。 ランプはスキャナがアイ ドル状態になってから 5 分後に消灯します。

紙詰まりの取り除き方 1. フ ィーダから原稿を取り除きます。

2. スキャナドア リ リースを持ち上げて、スキャナドアのラ ッチを解除します。

3. スキャナドアを持ち上げて開きます。

4. 紙詰ま り している原稿を探して取り除きます。

5. スキャナドアを下げて、 ラ ッチがかかるまでしっかり と押し込みます。

緑のインジケータライ ト

赤のインジケータライ ト
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セパレータモジュールの張
力の調節

ほとんどの原稿はデフォル トのセパレータモジュール張力で全く問題あ り ま
せん。 ただし、 スキャンする原稿が軽い場合や重い場合があ り ます。 セパレー

タモジュールのバネにはほかに 2 つの位置があるため、張力を調節してこのよ

う な原稿のスキャンを改善するこ とができます。 バネは2つのチャネルのいず

れかに設定するか、 解除して平面上に置いたままにするこ とができます。

1. スキャナの電源を切り ます。

2. フ ィーダから原稿を取り除きます。

3. スキャナドア リ リースを持ち上げて、スキャナドアのラ ッチを解除します。

4. スキャナドアを持ち上げて開きます。

5. セパレータモジュールを引き下げてから持ち上げて取り外します。

6. バネを目的の位置までゆっ く り引きます。

7. セパレータモジュールを挿入し、 軸の端を揃えます。

8. カチッ と音がして定位置に収まるまでセパレータモジュールを押し込み
ます。

9. スキャナドアを下げて、 ラ ッチがかかるまでしっかり と押し込みます。

重い原稿 通常の原稿
（ デフォルト 位置）

軽い原稿
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システムが応答し ない場
合

スキャナまたはホス ト コンピュータ、 あるいはその両方が応答しない場合は、
次の手順を実行して ください。

1. コンピュータの電源を切り ます。

2. スキャナの電源を切り ます。

3. IEEE-1394 （FireWire） ケーブルをスキャナ後部の IEEE-1394 ポートから

外します。

4. コンピュータの電源を入れます。

5. スキャナの電源を入れます。

スキャナに電源を入れる と、 赤と緑のインジケータラ イ ト が点灯します。

約 1 分後、両方のライ トが消えます。 緑のインジケータ  ラ イ トが再び点灯

する と、 スキャンの準備が完了したこ とにな り ます。 ただし、 ホス ト コン

ピュータがスキャナを検出するまで、も う 2 ～ 3 分かかる場合があ り ます。

6. スキャナのライ トが緑にな り、 起動モードが終了するまで待ちます。

7. IEEE-1394 （FireWire） ケーブルをスキャナ後部の IEEE-1394 ポートに接

続します。

8. ホス ト コンピュータのオペレーテ ィ ングシステムがスキャナを認識する
まで数分待ちます。

これでスキャナの使用準備が完了しました。

カラーイメージ品質 カラーイ メージ品質は非常に主観的です。 カラースキャンをする場合に考慮

する事項があ り ます。

• スキャナ、 プ リ ンタ、 およびモニタのカラー出力の差が、 スキャンした原
稿の認知に影響を与えるこ とがあ り ます。

• コンピュータのディ スプレイ とプ リ ンタの出力は、モデル、およびメーカー
によって異なり ます。 1 台のディ スプレイでは満足できるイ メージでも、別

のディ スプレイでは容認できない場合があ り ます。

• その場所の照明 （蛍光灯、 自然な光、 白熱灯など） がカラーの認知に影響
を与える場合があ り ます。

• イ メージ内のカラー領域の外観は、 その周りにある ものによって異なって
認知される場合があ り ます。

• 原稿の特徴や状態が、 カラーの一貫性に影響を与えるこ とがあ り ます。

• カラー要件は、環境によって異なる場合があ り ます （つま り業務上のドキュ
メン ト環境では、 イ メージは通常モニタで表示されますが 「プ リ ン ト  オン

デマンド」 の環境だと、 スキャンしたイ メージが印刷されます）。

スキャナが 高画質を生み出すためには次の手順に従ってください。

• スキャナをク リーニングします。 スキャナの内部が汚れている と、イ メージ

品質が低下します （ク リーニング情報については、 「メ ンテナンス」 の項を

参照して ください）。

• スキャナのキャ リブレーシ ョ ンを定期的に行い、 キャ リブレーシ ョ ンシー
トに汚れがなく、 しわがよっていないこ とを確認します。
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問題の解決 スキャナの使用状況によっては、 スキャナに問題が発生する場合があ り ます。

多くの場合、問題は自分で簡単に解決できます。 奨励する メンテナンスを行う

には、 「メ ンテナンス」 の項を参照して ください。 スキャンアプ リ ケーシ ョ ン

の確認が必要な場合もあ り ます。

問題点 解決方法

スキャナが原稿をスキャンまた
は給紙しない

以下を確認して ください。

• 電源コードが接続され、 電源がオンになっている。

• スキャナとプ リ ンタのアクセス ドアが完全に閉まっている。

• 電源が正し く入っており、スキャナの緑のライ トがオンである。ソフ ト ウェア
はスキャンを有効にしている。

• 原稿がフ ィードモジュールと接触している。

• 原稿束の高さが 10.2mm （0.4 インチ） または 60g （16 ポンド） のシートが

150 枚以内である。

• 原稿のサイズ、 重さ、 種類などが仕様に合っている。

• 厚い原稿の場合は、 給紙中にギャ ップ リ リースボタンを持ち上げます。

• フ ィードモジュールおよびセパレータモジュールの消耗サインを確認して、必
要に応じて交換して ください。

• イ メージングガイ ドが定位置に固定され、 一番奥まで押し込まれている。

スキャナの電源を切って再び投入してみるか、 この項の 「システムが応答しない
場合」 の指示に従う こ と もできます。

キャ リブレーシ ョ ンに失敗した 以下を確認して ください。

• ランプが少なく と も 3 分間点灯している。

• 適切なキャ リブレーシ ョ ンシート を使用している。 スキャナに付属する 29.7cm
（11.7 インチ） 角のキャ リブレーシ ョ ンシート （CAT No. 1317304） を使用して

ください。

• 搬送部に障害物がない。

紙詰ま りが発生する 以下を確認して ください。

• 出力ト レイおよびガイ ド が、スキャンする原稿の長さ に合わせて調整さ れて
いる 。

• 詰まっている原稿すべてが搬送部から取り除かれた。

• 原稿のサイズ、 重さ、 種類などが仕様に合っている。

• ホッチキスやク リ ップがすべて原稿から取り除かれている。

• セパレータモジュールとフ ィードモジュールが汚れておらず、正し く取り付け
られている。

• ド ラ イブローラが汚れていない。

• イ メージングガイ ドが汚れていない。

紙詰ま りの誤検出が起きる • 搬送部が汚れていないこ とを確認します。

• スキャンする原稿に穴がある場合 （3 穴パンチ用紙など） は、 原稿を回転さ

せ、 も う 1 度スキャンします。

注記 ： i280 スキャナをお使いの場合は、穴のある原稿に特殊原稿モードを使用し

てください。

35.6cm （14 インチ） 以上の原稿

が給紙されない、 または詰まる

延長入力ト レイおよび延長出力ト レイが開いており、長尺原稿を支えているこ と
を確認して ください。

長尺モード でス キャ ンし てい
る と き に紙詰ま り エラ ーが発
生する

解像度を 300 dpi、 も し くはそれ以下に変えて再スキャンします。
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問題点 解決方法

イ メージ品質が悪い、 または低
下する

以下を確認して ください。

• スキャナが汚れていない。 「メ ンテナンス」 の項を参照して ください。

• スキャナのキャ リブレーシ ョ ンが行われている。 「メ ンテナンス」 の項を参照

して ください。

ランプの消える時期が早すぎる i200 シ リーズスキャナのランプは、 スキャナが 5 分間使用されないと消灯しま

す。 も し ランプが消灯しても、 スキャナが省電力モードに入っていなければ （デ

フォルトは 15 分後）、 再びランプがウォームアップするまで 5 秒の遅れが発生

します。

省電力モードのデフォルト設定は 15 分です。設定が 16 分から 60 分の間で変更

されない場合、 ランプはスキャナが 5 分間使用されないと消灯します。 その 10
分後にファンが停止します （合計 15 分）。

省電力タイムアウ ト を 15 分以上に変更した場合は、 少なく と も 1 つの原稿をス

キャンしないと設定は有効にな り ません。 この設定が有効になる と新しい設定

に変わるか、 電源が入るまで続きます。

原稿がスキャン中に傾いてしま
う

以下を確認して ください。

• 給紙に合わせて原稿のサイ ドガイ ドが調節されている。

• 原稿がフ ィードモジュールに対して垂直に給紙されている。

• 原稿が ADF の中央に給紙されている。

• ホッチキスやク リ ップがすべて原稿から取り除かれている。

• フ ィードモジュール、セパレータモジュール、およびド ライブローラが汚れて
いない。

スキャナがスキャン中に長時間
停止する

以下を確認して ください。

• ホス ト コンピュータの性能がスキャンの 小要件を満たしている。

• ハードディ スク ド ラ イブに十分な空き領域がある。

• 他のアプリ ケーシ ョ ンがすべて終了している。

• 原稿をスキャンするのに十分なメモ リがスキャナにインス トールされている。

スキャンソフ ト ウェアのスキャンオプシ ョ ン （圧縮など） を変更してみるこ と も
できます。

原稿が重送される 以下を確認して ください。

• すべての原稿束の先端が ADF で中央に配置されているため、 各原稿がフ ィー

ド ローラに接触するよ うになっている。

• フ ィードモジュールとセパレータモジュールが汚れておらず、消耗していない。

• 独特なタイプの原稿は手動給紙している。

スキャン後にローラの跡または
筋が原稿に付く

フ ィードモジュール、セパレータモジュールタイヤ、およびド ライブローラをク
リーニングします。 「メ ンテナンス」 の項を参照して ください。

イ メージに縦線が出る • イ メージングガイ ドをク リーニングします。 「メ ンテナンス」 の項を参照して

ください。

• スキャナのキャ リブレーシ ョ ンを行います。 「メ ンテナンス」 の項を参照して

ください。
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スキャナの輸送 接続後にスキャナの輸送が必要になった場合は、 元の梱包材料を使用してス
キャナを再び梱包する必要があ り ます。 元の梱包材料がない場合は、 寄りの

販売代理店に連絡してください。 

1. コンピュータの電源を切り ます。 

2. スキャナの電源を切り ます。 

3. スキャナの後部から電源コードを外します。 

4. IEEE-1394 （FireWire） ケーブルをスキャナ後部の IEEE-1394 ポートから

外します。 

5. スキャナの各端に梱包用エンドキャ ップを付けます。

6. スキャナを箱に入れます。

7. 電源コード と電源アダプタを箱に入れます。

8. 入力ト レイ と出力ト レイをテープで固定します。

9. 箱を閉じます。

これでスキャナの移動準備が完了しました。
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付録 A 仕様 

スキャナの種類 i250 スキャナ ： オート ト キュ メン ト フ ィータを備えた片面カラースキャナ

i260 スキャナ ： オート ト キュ メン ト フ ィータを備えた両面カラースキャナ

i280 スキャナ ： オート ト キュ メン ト フ ィータを備えた両面カラースキャナ

イメーシキャフチャ解像度 75 ～ 300dpi のカラーおよひ白黒

ADF 読取り速度 i250 スキャナ／ i260 スキャナ ：

50ppm ： A4 横 （200dpi）

42ppm ： レター縦 （200dpi）

i280 スキャナ ：

60ppm ： A4 横 （200dpi）

50ppm ： レター縦 （200dpi）

読取り出力 白黒、 256 色、 8 ヒ ッ ト クレースケール、 24 ヒ ッ ト カラー

出力解像度 75 ～ 600dpi

ファイル出力形式 カラー ： JPEG 圧縮、 非圧縮 TIFF

クレースケール ： JPEG 圧縮、 非圧縮 TIFF

白黒 ： G4 圧縮 TIFF、 非圧縮 TIFF

スキャン領域 i250 スキャナ／ i260 スキャナ ：

幅 ： 6.4 ～ 29.7cm （2.5 ～ 11.7 インチ）

長さ ： 8.9 ～ 43.2cm （3.5 ～ 17 インチ） （標準メモ リ を搭載した場合）

8.9 ～ 66.0cm （3.5 ～ 26.0 インチ） （拡張メモ リ を搭載した場合）

i280 スキャナ ：

幅 ： 6.4 ～ 29.7cm （2.5 ～ 11.7 インチ）

長さ ： 8.9 ～ 86.4 cm （3.5 ～ 34 インチ） （標準メモ リ を搭載した場合）

長尺モート使用時は 長 609cm （20 フ ィート ）

入力トレイ容量 60g （16 ホン ト ） のホン ト紙 150 枚 （A3 まて可能）

推奨処理枚数 i250 ／ i260 スキャナ ： 1 日あたり 大 5,000 枚

i280 スキャナ ： 1 日あたり 大 7,000 枚

光源 キセノンランフ

電源要件 100 ～ 127V、 AC50/60Hz、 4.0A

200 ～ 240V、 AC50/60Hz、 2.0A

スキャナ電源 ADF 搭載時 ： DC24V、 大 4.2 A （動作時）

フラ ッ トヘッ ト接続時 ： DC24V、 大 3.7 A （動作時）
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仕様値は特に記載かない限り、 i200 シ リースの全スキャナに適用されます。

仕様は通告なしに変更される場合かあ り ます。

  

電源 Phihong PSM 1564-240
重要 ： これ以外の電源アタフタモテルや他社製の電源アタフタを代用しないてく

たさい。

スキャナ寸法 高さ ： 
35.4cm （14.0 インチ） （ ト レイなし）

36.4cm （14.4 インチ） （ ト レイ折り畳み時）

幅 ：
62.5cm （24.6 インチ）

奥行き ： 
28.7cm （11.3 インチ） （ ト レイなし）

30.0cm （11.8 インチ） （ ト レイ折り畳み時）

68.1cm （26.8 インチ） （ ト レイ拡張時）

スキャナ重量 i250 スキャナ ： 12.5kg （27.5 ホン ト ）

i260 スキャナ ： 13.9kg （30.5 ホン ト )

i280 スキャナ ： 13.9kg （30.5 ホン ト )

シ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ
トの寸法

高さ ： 16.3cm （6.4 インチ）

幅 ： 48.6cm （19.1 インチ）

長さ ： 64.3cm （25.3 インチ）

シ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ
トの重量

7.3kg （16.0 ホン ト ）

ホスト接続 IEEE-1394 （FireWire） インターフェイス、 6 ヒ ンコネクタ

動作温度 15 ～ 35°C （59 ～ 95°F）

湿度 15 ～ 76% （乾球湿度計）

環境に関する機能 エネルキースターに準拠

消費電力 i250 ／ i260 動作時 ： <156W

i250 ／ i260 エネルキースター仕様 ： <12W

発熱量 600 BTU

高度 高 2440m （8000 フ ィート ）

騒音レヘル テータはすへて、 DIN 45635、 ANSI S12.10-1985、 およひ ISO 7779 に従い、 半

無響音室て測定したものてす。 報告されているテータは、 音圧レヘルて測定され
ています。

• 動作時 ： 39.7dB

• スタンハイ時 ： 57dB
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付録 B 消耗品およひアクセサリ

消耗品を注文するには、 寄りのスキャナ販売代理店に連絡してくたさい。

品目 CAT No.

コタ ッ ク  i200 シ リースシ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ ト 130 5390

コタ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタ 892 7964

コタ ッ クフ ィータ交換キッ ト i200 用

（フ ィートモシュール 1 個、 セハレータモシュール 1 個、 フ リセハレーシ ョ ンハッ ト 2 個、 タ

イヤ 24 個）

124 1066

コタ ッ クフ ィータ交換キッ ト i200 用ラーシハッ ク

（フ ィート  モシュール 5 個、 セハレータ  モシュール 5 個、 フ リセハレーシ ョ ン ハッ ト 10 個、

タイヤ 120 個）

821 5808

コタ ッ クフ リ ンタインクフロ ッ タ  i200 シ リース用 （60 個） 840 5425

i200/i800/3000/4000/7000/9000 シ リーススキャナ用コタ ッ ク  フ リ ンタインクカート リ ッシ

キャ リ ア

826 7486

i200/i800/3000/4000/7000/9000 シ リーススキャナ用コタ ッ ク  フ リ ンタインクカート リ ッシ

（10 個）

135 5155

コタ ッ ク イ メーシンクカイ ト セッ ト 120 0278

コタ ッ クテシタルサイエンス ト ランスホート ク リーニンクシート （50 枚） 169 0783

コタ ッ クテシタルサイエンスローラ ク リーニンクハッ ト （24 枚） 853 5981

静電ク リーニンク ク ロス （144 枚） 896 5519

コタ ッ ク  i200 シ リーススキャナ用キャ リ フレーシ ョ ンキッ ト 131 7304



付録 C コタ ッ ク  i200 シリースインフリンタ

 コタ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタを導入する と、こ使用のコタ ッ ク  i200 シ

リーススキャナにインフ リ ン ト機能か追加されます。 インフ リ ンタは、 日付、
時刻、指定された文字列、連番なとを原稿の裏面に印字します。 インフ リ ンタ
は別売てす （CAT No. 892 7964）。

インフ リ ンタはスキャナの 高速度て稼動し、原稿の裏面 （入力ト レイにセッ
ト されたと きの上面） をスキャンした後に原稿に印字します。インフ リ ンタの
動作はソフ ト ウェアて制御します。

重要 ： インフ リ ンタを使用している と きは、 スキャナの内部コンホーネン
ト を毎日ク リーニンク して くたさい。

警告 ： フ リン トヘッ トの位置を変更するかインクカー ト リ ッシを交換する
とき以外は、 インフ リンタアクセス ト アは、 定位置て閉した状態に
なっている必要かあります。

インフリンタアクセス トアを取り外すときは、 着用している服の一
部、 装身具、 髪の毛、 またはその他の物かインフリンタ部に入り込
まないようにして く たさい。

インフリ ンタ キッ ト の
内容

コタ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタキッ トには次の品目か含まれています。

• インフ リ ンタホート

• 取付け用フラケッ ト

• つまみネシ （4 本）

• インフ リ ンタケーフル

• インクカート リ ッシキャ リ ア

• インクカート リ ッシ

• インクフロ ッ タ （2 個）

• 取付け手順書
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インフリンタの取付け 

電子回路カハーの取外し 1. スキャナの電源かオフて、 フ ィータ領域に原稿かないこ とを確認します。

2. スキャナの後部から電源コート を外します。

3. IEEE-1394 （FireWire） ケーフルをスキャナ後部の IEEE-1394 ホートから

外します。

4. スキャナト ア リ リースを持ち上けて、 スキャナトアのラ ッチを解除します。

5. スキャナト アを持ち上けて開きます。

6. 出力ト レイを取り外します。

7. スキャナト ア リ リースを再度持ち上けて、電子回路カハーか見えるまてス
キャナ ト アを開きます。

8. フラスの ト ラ イハーを使用して、電子回路カハーを固定している 2 つのネ

シ （前部と後部に 1 つすつ） を外します。

電子回路カハー
C-2 A-61167_ja   2005 年 4 月



9. 電子回路カハーを持ち上けて、 取り外します。

10. 次の項に進んてインフ リ ンタホート とケーフルを接続します。

インフリ ンタホート とケーフ
ルの接続

初めに、メ インコン ト ロールホートに取り付けられているフラケッ トにインフ
リ ンタホート を取り付け、 次にインフ リ ンタケーフルを接続します。

重要 ： インフ リ ンタカート をインス トールする際は、 静電気を防く適切な
処置を行ってくたさい。

1. 電子回路のフラケッ トにインフ リ ンタホート を取り付けます。
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2. インフ リ ンタホート上の 3 つのつまみネシを、 電子回路取り付け用フラ

ケッ ト上の対応する穴に合わせます。

3. 3 つのつまみネシを使用して、 インフ リ ンタホート を電子回路取付け用フ

ラケッ トに緩く接続します。

4. 電子回路取付け用フ ラケ ッ ト の底部付近にあるフ ッ ク を メ イ ンコン ト
ロールホート上の支持スロ ッ トにスライ ト させます。

5. インフ リ ンタホー ト を メ インコン ト ロールホー ト にしっか り と押し込み
ます。

つまみネシ

フッ ク

支持スロ ッ ト
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6. 電子回路取付け用フラケッ トの上部にある 4つ目のつまみネシを挿入して

締めます。

7. インフ リ ンタホートか定位置に固定されているこ とを確認します。

8. インフ リ ンタホート と電子回路取付け用フラケッ ト を接続している 3つの

つまみネシを締めます。

9. 電子回路カハーを元に戻します。

10. 2 つのネシて電子回路カハーを固定します。

11. 電子回路カハーにあるインフ リ ンタコネクタの位置を確認します。

インフ リ ンタコネク タは、 電子回路カハーの上部にある窓から突き出て
います。

インフ リ ンタコネクタ
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12. 金属フロ ッ クかあるインフ リ ンタケーフルの端 （フェラ イ ト フロ ッ ク端）
を電子回路カハー上の差込み口にあるコネク タに接続します。

13. インフ リ ンタケーフルに付いている 1番目のシール付きフッ クアン トルー

フハッ トから裏紙をはかします。

14. インフ リ ンタケーフルを電子回路カハー内のチャネルに沿って合わせ、
初のシール付きフッ クアン トルーフハッ ト をしっかり と押しつけて、電子
回路カハーに貼り付けます。

15. インフ リ ンタケーフルか電子回路カハーの後ろに く るまて、 電子回路カ
ハー内のチャネルに沿ってケーフルを合わせます。
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16. インフ リ ンタケーフルに付いている 2番目のシール付きフッ クアン トルー

フハッ トから裏紙をはかします。

17. 2 番目のシール付きフッ クアン トルーフハッ ト をしっかり と押しつけて、電

子回路カハーに貼り付けます。

18. 差し込み口を経由して、 インフ リ ンタケーフルをインフ リ ンタ領域に通し
ます。

19. スキャナト アを下けて、 ラ ッチかかかるまてしっかり と押し込みます。

20. 次の項に進んてインフ リ ンタの取付けを完了します。
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インフリ ンタの取付けの完了 インフ リ ンタホー ト とケーフルを取り付けたら、 ケーフルサホート内に配置
し、 インクカート リ ッシとキャ リ アを取り付けてくたさい。

重要 ： インクカート リ ッシは、 インクカート リ ッシキャ リ ア内にないと イ
ンフ リ ンタを認識てきません。

1. スキャナの後部にあるインフ リ ンタアクセス ト アの位置を確認します。

2. インフ リ ンタアクセス ト アハン トルの下に指を差し込んて、 ト アを手前に
引きます。

3. インフ リ ンタアクセス ト アを持ち上けてスキャナから取り外します。

4. 電子回路カハー領域からインフ リ ンタケーフルを静かに引っ張り、次にイ
ンフ リ ンタ領域と反対側の右方向に引っ張り ます。

5. ケーフルを左と中央のインフ リ ンタケーフルサホートに通し、 インフ リ ン
タケーフルの黒い線をサホートに合わせます。

こ うするこ とによ り、 スキャナト アを開いたと きにインフ リ ンタケーフル
か強く引っ張られるこ とかな くな り ます。
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6. インクカート リ ッシをハッケーシから取り出します。

注記 ： インクカート リ ッシの取付けの詳細については、 この章て後述します。

7. インクカート リ ッシをインクカート リ ッシキャ リ ア内に配置します。

8. インクカート リ ッシ周囲のロッ クハーを下けます。

9. インフ リ ン タケーフル上のコネク タを イン クカー ト リ ッシ キャ リ アに
しっかり と押し込みます。

10. インクカート リ ッシキャ リ アを目的の位置にスライ ト させます。

注記 ： インフ リ ンタ位置の設定の詳細については、 この章て後述します。

11. インフ リ ンタアクセス ト アを元に戻します。

12. 出力ト レイを再ひ取り付けます。

13. 次の項に進んてスキャナにインクフロ ッ タス ト リ ッフを取り付けます。
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インクフロッ タス ト リ ッ
フの取付け

2 つのインクフロ ッ タス ト リ ッフか、スキャナ内の搬送部て漏れたインクを吸

収します。

注記 ： インクフロ ッ タス ト リ ッフか正し く配置されていないと、紙詰ま りか発
生するこ とかあ り ます。

1. スキャナト ア リ リースを持ち上けて、 スキャナトアのラ ッチを解除します。

2. スキャナト アを持ち上けて開きます。

3. 搬送部の後部にある 2 つのチャネルの位置を確認します。

これらのチャネルにインクフロ ッ タス ト リ ッフを取り付けます。

4. 新しいフロ ッ タス ト リ ッフの裏紙を外します。

5. 片方のチャネルにフロ ッ タス ト リ ッフを並へます。

注記 ： インクフロ ッ タス ト リ ッフか正し く配置されていないと、紙詰ま りか発
生するこ とかあ り ます。

6. インクフロ ッ タス ト リ ッ フの糊の付いている面をチャネルの内部にしっ
かり と押しつけます。

7. 他のフロ ッ タス ト リ ッフにも手順 4 ～ 6 を繰り返します。

8. スキャナト アを下けて、 カチッ と音かして定位置に収まるまてしっかり と
押し込みます。

チャネル
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インク カート リ ッシの
取り付け

インクカート リ ッシを取り付けるには、 次の手順を実行します。

1. スキャナの後部にあるインフ リ ンタアクセス ト アの位置を確認します。

2. インフ リ ンタアクセス ト アハン トルの下に指を差し込んて、 ト アを手前に
引きます。

3. インフ リ ンタアクセス ト アを持ち上けてスキャナから取り外します。

4. インクカート リ ッシキャ リ アを定位置から引き抜きます。

5. ロ ッ クハーを起こします。

6. 空のインクカート リ ッシかある場合は、 そのカート リ ッシを取り出します。

注記 ： 空のインクカート リ ッシは、 適切に廃棄して くたさい。 インクカート
リ ッシは焼却しないてくたさい。

7. 新しいインクカート リ ッシを挿入します。

8. インクカート リ ッシ周囲のロッ クハーを下けます。

9. インクカート リ ッシキャ リ アを定位置にセッ ト します。

注記 ： インクカート リ ッシキャ リ アの位置を変更するこ と もてきます。次の項
「インフ リ ンタの設置」 を参照してくたさい。

10. インフ リ ンタアクセス ト アを元に戻します。
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インフリンタ 位置の設定 インフ リ ンタには 14 箇所の設置可能なスロ ッ トかあ り ます。インフ リ ンタか、

原稿に対して正しい位置にあるか確認して くたさい。

1. スキャナの後部にあるインフ リ ンタアクセス ト アの位置を確認します。

2. インフ リ ンタアクセス ト アハン トルの下に指を差し込んて、 ト アを手前に
引きます。

3. インフ リ ンタアクセス ト アを持ち上けてスキャナから取り外します。

4. インフ リ ンタ位置決めスロ ッ ト を確認します。

5. インフ リ ンタの要件に合わせて適切な位置を決定します。

6. インクカート リ ッシキャ リ アを定位置から持ち上けます。

7. インクカート リ ッシキャ リ アを目的の位置にスライ ト させます。

8. インフ リ ンタアクセス ト アを元に戻します。
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インフリンタのメンテナ
ンス

インフ リ ンタて使用しているインクカー ト リ ッシ、 インクフロ ッ タス ト リ ッ
フ、およひインクカート リ ッシキャ リ アは、と き と き交換する必要かあ り ます。

インフリ ント に関する問題 スキャンした原稿のインフ リ ン トに問題かある場合は、 以下を確認します。

• インクカート リ ッシか空になっていないか確認してくたさい。 空の場合は、
インクカート リ ッシの中のインク袋か平らになっています。

• インクカー ト リ ッシかインフ リ ンタ内に正し く取り付けられているか確認
して くたさい。

• インクカー ト リ ッシか正しいインフ リ ン ト の位置に配置されているか確認
して くたさい。

• インクカー ト リ ッシキャ リ アかスロ ッ ト に正し く配置されているか確認し
てくたさい。

• インフ リ ンタコネク タかすへてしっかり と固定されていて、 インフ リ ンタ
ケーフルかねしれたり折れ曲かった り していないか確認してくたさい。

インフリ ンタコンホーネント
の寿命

• インフ リ ンタインクカート リ ッシ ： カート リ ッシあたり約 750,000 文字

• インクフロッタス ト リ ッフ ： 汚れた場合は、必要に応して交換してくたさい。

• インクカート リ ッシキャ リ ア ： 約 500,000 ヘーシ

インフリ ンタ 不使用時の注
意点

インフ リ ンタを使用しないと きは、 インクカー ト リ ッシの側面を下にして置
き、 インクかインクフロ ッ タス ト リ ッフに漏れないよ うにします。

インクカート リ ッ シの交換 空のインクカート リ ッシの交換方法の詳細については、 この章の 「インクカー
ト リ ッシの取付け」 を参照して くたさい。

インクカート リ ッシは 寄りの事務用品店て購入してくたさい。
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インク フロッ タ スト リ ッ フ
の交換

2つのインクフロ ッ タス ト リ ッフか、スキャナ内て漏れたインクを吸収します。

これらのフロ ッ タス ト リ ッフは、必要に応して交換して くたさい。追加のイン
クフロ ッ タス ト リ ッフを注文するには、 付録 B の 「消耗品およひアクセサリ 」

を参照して くたさい。

注記 ： インクフロ ッ タス ト リ ッフか正し く配置されていないと、紙詰ま りか発
生するこ とかあ り ます。

1. スキャナの電源を切り ます。

2. 電源コート を外します。

3. フ ィータから原稿を取り除きます。

4. スキャナト ア リ リースを持ち上けて、スキャナト アのラ ッチを解除します。

5. スキャナト アを持ち上けて開きます。

6. 搬送部の後部にある 2つのインクフロ ッ タス ト リ ッフの位置を確認します。

7. インクフロ ッ タス ト リ ッフをつかみ、 そっと引っ張り出します。

8. 汚れたス ト リ ッフは捨てます。

9. も う 1 つのフロ ッ タス ト リ ッフを取り出し、 廃棄します。
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10. 新しいフロ ッ タス ト リ ッフの裏紙を外します。

11. 片方のチャネルにフロ ッ タス ト リ ッフを並へます。

12. インクフロ ッ タス ト リ ッ フの糊の付いている面をチャネルの内部にしっ
かり と押しつけます。

13. 他のフロ ッ タス ト リ ッフにも手順 10 ～ 12 を繰り返します。

14. スキャナト アを下けて、 カチッ と音かして定位置に収まるまてしっかり と
押し込みます。

インクカート リ ッ シキャリ ア
の交換

インクカート リ ッシキャ リ アを注文するには、 付録 B の 「消耗品とアクセサ

リ 」 を参照して くたさい。

1. スキャナの後部にあるインフ リ ンタアクセス ト アの位置を確認します。

2. インフ リ ンタアクセス ト アハン トルの下に指を差し込んて、 ト アを手前に
引きます。

3. インフ リ ンタアクセス ト アを持ち上けてスキャナから取り外します。

4. インクカート リ ッシキャ リ アを定位置から引き抜きます。

5. ロ ッ クハーを起こします。

6. 空のインクカート リ ッシかある場合は、そのカート リ ッシを取り出します。

7. コネクタの金属のス ト リ ッフをしっかり と持ち、 インクカート リ ッシキャ
リ アからコネクタを引き抜きます。

8. 新しいインクカート リ ッシキャ リアにコネクタをしっかり と押し込みます。

9. インクカート リ ッシを交換します。

10. インクカート リ ッシ周囲のロッ クハーを下けます。

11. インクカート リ ッシキャ リ アを定位置に戻します。

12. インフ リ ンタアクセス ト アを元に戻します。
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インフリンタの概要 特に金融機関、保険業界、 政府機関なと 、 1 日に 高 10,000 ヘーシのスキャン

ニースかある用途ては、 インフリ ンタか必要てす。 さ らに、 インフリ ンタを利
用するこ と て、あらゆる業界て使用される書類処理用途て有効に活用てきます。

コタ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタの特長と して、 リ テラル （静的） 情報 （つ

ま り、ハッチ名、 オヘレータなと、 との原稿に対しても同しになる情報） と タ
イナミ ッ ク （動的） 情報 （つま り、 原稿の連番なと、 スキャンするヘーシこ と
に異なる情報）の両方を含めるよ うに原稿の印字文字列を設定てきる点か挙け
られます。 リ テラル （静的） フ ィール トはソフ ト ウェアによって制御されま
す。つま り、 ソフ ト ウェアによ りユーサか入力てきる情報をインフ リ ンタに送
信てきます。 インフ リ ンタは手動て 14 種類の水平位置に配置てきます。

インフ リ ンタの制御およひ機能は、 すへて ISIS または TWAIN ト ラ イハによ

り操作可能てす。インフ リ ン トはスキャンセッシ ョ ンこ とに有効または無効に
する必要かあ り ます。 許容文字数は 大 40 文字て、 印字可能な文字セッ ト

（以下の図を参照） の任意の英数字およひ特殊文字を含める こ とかてきます。
インフ リ ンタ情報は、イ メーシヘッ タレコートに記録されます。 この情報はホ
ス ト コン ヒ ュータからアクセスてきます。

印字文字 文字は縦書き （回転なし） と横書き （90 度回転） の 2 種類の向き、 およひ大

（太字） 小 （レキュラー） 2 種類のフォン トサイスて印字か可能て、 横書きて

印字した場合には、 1 インチ当たり 7 文字か収まるよ うに設計されています。

原稿の上端または下端から 0.89cm （0.35 インチ） 以内の場所にインフ リ ン ト

するこ とはてきません。

印字可能な文字セッ ト

空白 ! “ # $ % & ‘ À Á Â Ã Ä Å Æ Ç

( ) * + , - . / È É Ê Ë Ì Í Î Ï
0 1 2 3 4 5 6 7 Ð Ñ Ò Ó Ô Õ Ö ×
8 9 : ; < = > ? Ø Ù Ú Û Ü Ý Þ ß
@ A B C D E F G à á â ã ä å æ ç
H I J K L M N O è é ê ë ì í î ï
P Q R S T U V W ð ñ ò ó ô õ ö ÷
X Y Z [ \ ] ^ _ ø ù ú û ü ý þ ÿ
` a b c d e f g ¡ ¢ £ ¤ ¥ ¦ §
h i j k l m n o © ª « ¬ - ® ¯
p q r s t u v w ± ² ³ ´ µ ¶ ·
x y z { | } ~ ‘ ¹ º » ¼ ½ ¾ ¿
’ ¨ ° ¸
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横書きの文字フォン ト解像度は常に 96dpi てす。縦書きのフォン ト解像度は複

数種類あ り ます。 これによって読みやすい文字列を作成するこ とかてきます。
印字時のおおよその解像度は、 以下に示すとおりてす。

連番 （自動インク リ メ ン ト ） 以外の印字文字列の変更を行う場合は、 インフ リ
ンタを再起動するためのコマン ト をホス トから送信する必要かあ り ます。原稿
またはハッチ間て変更する必要かあ り ます。自動的に、 または、原稿間て 「オ
ンサフライ」 に変更を行う こ とはてきません。

注記 ： インフ リ ンタ使用時の原稿 小幅は、 14 cm （5.5 インチ） てす。

インフリンタの仕様 最大行数 1

印刷位置 （水平） 14、 手動設定

印刷位置 （垂直） ホス トから設定

印刷向き 縦書きまたは横書き

フォン トサイス 大きいフォン ト または小さいフォン ト

インクカート リ ッシ HP51604A またはそれと互換性のあるもの

印字面 裏 （スキャン後）

インフリン ト可能な最小間隔 0.89cm （0.35 インチ）

（原稿端から）

使用可能なリテラル （静的） ホス トからユーサ指定
フ ィールト

使用可能な動的フ ィールト 大 9 桁のト キュ メン ト

番号、 日付、 4 桁の時刻

対応言語 すへての音声表記言語 （例 : テンマーク語、

オランタ語、 英語、 フ ィ ンラン ト語、 フ ラ
ンス語、 ト イツ語、 イタ リ ア語、 ノルウェー
語、 ホル ト カル語、 スヘイン語、 スウ ェー
テン語）

  
 

解像度 （dpi）

小さいフォン ト 大きいフォン ト

縦書き 85dpi 63dpi

横書き 115dpi 85dpi
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付録 D コタ ッ ク  i200 シリースシ ョ イン ト型フラッ トヘッ ト

   コタ ッ ク  i200 シ リースシ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ トは、A3 サイスのフラ ッ ト

ヘッ ト て、 大きなサイスの原稿も i200 シ リーススキャナてスキャンてきるよ

うにな り ます。 フラ ッ トヘッ トは別売てす （カタロ ク  No. 1305390）。

シ ョ イン ト型フラッ ト
ヘッ トキッ トの内容

コタ ッ ク  i200 シ リースシ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ トには次の品目か含まれて

います。

• コタ ッ ク  i200 シ リースシ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ ト

• 取付け手順書

フラ ッ トヘッ トの仕様 寸法 高さ ： 16.3cm （6.4 インチ）

幅 ： 48.6cm （19.1 インチ）

長さ ： 64.3cm （25.3 インチ）

重量 7.3kg （16.0 ホン ト ）

シ ョ イン ト型フラッ ト
ヘッ トの取り付け

シ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ トは i200シ リーススキャナに簡単に接続てきます。

1. スキャナの電源を切り ます。

2. 入力ト レイを持ち上けて、 スキャナの側面にひったり付く よ うにします。

3. スキャナのフロン トハネルラ ッチを左に引きます。
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4. スキャナのフロン トハネルを取り外します。

重要 ： シ ョ イン ト型フラ ッ トヘッ トかきちんと取り付けられていないとス
キャナは動作しません。

5. フラ ッ トヘッ ト を接合部の近くにスライ ト させます。

6. フラ ッ トヘッ ト をスキャナに向かって押して、 ト ッキンク ラ ッチかかかる
よ うにします。

7. スキャナのフロン トハネルをフラ ッ トヘッ ト裏面の取り付け用支柱に接
続して収納します。

フラ ッ トヘッ ト をスキャナから取り外す場合は、 このハネルをスキャナに
再ひ取り付ける必要かあ り ます。

8. スキャナの電源を入れます。

これてフラ ッ トヘッ トの使用準備か完了しました。

注記 ： フラ ッ トヘッ トの代わりにオート ト キュ メン ト フ ィータを使用する と
きは、 入力ト レイを下けます。
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フラッ ト ヘッ ト の使用
方法

オート ト キュ メン ト フ ィータ （ADF） を使用してスキャンてきない原稿は、 フ

ラ ッ トヘッ ト を使用してスキャンします。

1. 入力ト レイを持ち上けて、 スキャナの側面にひったり付く よ うにします。

2. フラ ッ トヘッ ト カハーを持ち上けて押さえます。

3. カラスのフラテン上に原稿を下向きにして配置します。

4. 原稿の角か矢印と合う よ うに配置します。

5. フラ ッ トヘッ ト カハーを閉します。

6. スキャンを開始します。

本のスキャン フラ ッ トヘッ ト を使用する と、本なとの厚い原稿や綴してある原稿をスキャン
てきます。フラ ッ トヘッ ト カハーは綴してある素材に応して持ち上かるよ うに
なっています。 また、非常に厚い本をスキャンする場合は、持ち上けて取り外
すこ と もてきます。

1. 入力ト レイを持ち上けて、 スキャナの側面にひったり付く よ うにします。

2. フラ ッ トヘッ ト カハーを持ち上けて押さえます。

3. カラスのフラテン上に本を下向きにして配置します。

4. 本の角か矢印と合う よ うに原稿を配置します。

5. フラ ッ トヘッ ト カハーを閉します。

6. スキャンを開始します。

矢印
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フラ ッ トヘッ トのキャリ
フレーシ ョ ン

キャ リ フレーシ ョ ンを行う と、スキャナの光学システムを 適化し、スキャン
イ メーシ全体の 高品質を実現します。このキャ リ フレーシ ョ ンを頻繁に行う
必要はあ り ません。 また、 お勧めしません。

注記 ： フラ ッ トヘッ トのキャ リ フレーシ ョ ンを行う前に、 ADF のキャ リ フ

レーシ ョ ンを行う必要かあ り ます。

この項て示す画面は、 TWAIN ト ラ イハ用てす。 画面表示か異なる場合

かあ り ます。

1. ランフか暖まるまて 3 分間待ちます。

2. イ メーシンクタフの [ キャリフレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

イ メーシンクチェーンキャ リ フレーシ ョ ンタ イアロ クホッ ク スか表示さ
れます。

3. [ キャリフレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

メ ッセーシか表示されます。

4. スキャナの ADF にキャ リ フレーシ ョ ンシート をセッ ト します。

スキャナに付属する 29.7cm （11.7 インチ） 角のキャ リ フレーシ ョ ンシー

ト （CAT No. 1317304） を使用して くたさい。

5. [OK] をク リ ッ ク します。
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キャ リ フレーシ ョ ンを開始します。 ADF キャ リ フレーシ ョ ンか終了する

と、 確認ホッ クスか表示されます。

6. スキャナの入力ト レイを持ち上けて、 スキャナの側面にひったり付く よ う
にします。

7. フラ ッ トヘッ ト カハーを持ち上けて押さえます。

8. カラスのフラテン上にキャ リ フレーシ ョ ンシー ト を下向きにして配置し
ます。

9. キャ リ フレーシ ョ ンシートの角か矢印と合う よ うに原稿を配置します。

10. フラ ッ トヘッ ト カハーを閉します。

11. [OK] をク リ ッ ク します。

キャ リ フレーシ ョ ンを開始します。 フラ ッ トヘッ トのキャ リ フレーシ ョ
ンか終了する と、 確認ホッ クスか表示されます。

12. [OK] をク リ ッ ク します。

フラ ッ トヘッ トのクリー
ニンク

フラ ッ トヘッ トのフラテンカラスには指紋やほこ りか付き、スキャンの品質を
下ける場合かあ り ます。 コ タ ッ ク スキャナ用静電ク リーニンク ク ロス （CAT
No. 8965519） を使用して、 フラテンカラスをク リーニンク して くたさい。

1. フラ ッ トヘッ ト カハーを開きます。

2. 静電ク リーニンク ク ロスてフラテンカラスを拭きます。

3. 繊維くすの出ない布てフラテンカラスを拭いて乾かします。

4. フラテンカハーを閉します。

電源障害時の対処法 フラ ッ トヘッ ト使用時に電源障害か発生した場合、スキャナカメ ラか正しい位
置に戻っていないこ とかあ り ます。 このよ うな場合は、フラ ッ トヘッ ト を取り
外さないよ うにして くたさい。 電源か復帰してからスキャナの電源を入れる
と、 カ メ ラは定位置に戻り ます。
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シ ョ イン ト型フラッ ト
ヘッ トの取外し

フラ ッ トヘッ トは i200シ リーススキャナから簡単に取り外すこ とかてきます。

重要 ： フラ ッ トヘッ ト使用中は、 取り外さないよ うにして くたさい。

1. スキャナの電源を切り ます。

2. 入力ト レイを持ち上けて、 スキャナの側面にひったり付く よ うにします。

3. フラ ッ トヘッ トの側部下方にあるラ ッチを押さえます。

ト ッキンク ラ ッチかスキャナから外れます。

4. フラ ッ トヘッ ト をスキャナから離します。

5. スキャナのフロン トハネルをフラ ッ トヘッ ト裏面の収納位置から取り出
します。

6. フラ ッ トヘッ ト を元のハッケーシに入れて収納します。

ラ ッチ
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7. フレキシフルケーフルをスキャナの内部に戻します。

このと き、 フレキシフルケーフルを曲けたり折り畳んたり しないよ うにし
ます。

8. スキャナのフロン トハネルのヒンと スキャナのスロ ッ ト を合わせます。

9. ト アの右側をしっかり と押して、 ラ ッチをかけます。

重要 ： フロン トハネルかきちんと取り付けられていないとスキャナは動作
しません。

10. 入力ト レイを下けます。

11. スキャナの電源を入れます。

    

ヒ ンス
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付録 E オフシ ョ ンのメモリのインストール 

   i200 シ リーススキャナは、 スキャンに必要な基本メモ リ量を搭載しています。

このメモ リ量てもスキャニンクの要件を十分満たすこ とかてきます。 たたし、
長尺原稿のスキャンや特定の機能 （たとえは 300dpi 以上てオート ク ロ ッフ）

を使用する場合、 あ るいはスキ ャ ン性能を向上させる場合には、 メ モ リ
（SODIMM） を追加インス トールするこ とかてきます。 スキャナのメモ リの仕

様は、 次の表を参照して くたさい。

重要 ： DDR （Double Data RAM） 型モシュールを、 i200 シ リーススキャナ

の CPU ホート ソケッ トに取り付けるこ とはてきません。使用てきる

のは、 PC-100 およひ PC-133 型モシュールのみてす。

メモ リ をインス トールする際は、 静電気を防く適切な処置をして く
たさい。

スキャナへのメモリのイ
ンストール

1. スキャナの電源を切り ます。

2. フ ィータから原稿を取り除きます。

3. スキャナの後部から電源コート を外します。

4. IEEE-1394 （FireWire） ケーフルをスキャナ後部の IEEE-1394 ホートから

外します。

スキャナモテル 原稿サイス インス トール済み基本
メモリ

スキャナ最大メモリ
容量

i250 スキャナ 標準メモ リ搭載 （64MB） : 
29.7 x 43.2cm （11.7 x 17 インチ）

拡張メモ リ搭載 （256MB） : 
29.7 x 66.0cm （11.7 x 26.0 インチ）

64MB 256MB

i260 スキャナ 標準メモ リ搭載 （64MB） : 
29.7 x 43.2cm （11.7 x 17 インチ）

拡張メモ リ搭載 （256MB） : 
29.7 x 66.0cm （11.7 x 26.0 インチ）

64MB 256MB

i280 スキャナ 標準メモ リ搭載 （256MB） : 
29.7 x 81.3cm （11.7 x 34 インチ）

256MB 512MB
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5. スキャナの出力ト レイを取り外します。

6. スキャナト ア リ リースを持ち上けて、スキャナト アのラ ッチを解除します。

7. スキャナト アを持ち上けて開きます。

8. スキャナト ア リ リースを再度持ち上けて、電子回路カハーか見えるまてス
キャナ ト アを開きます。

9. フラスのネシ回しを使用して、電子回路カハーを固定している 2 つのネシ

（前部と後部に 1 つすつ） を外します。

注記 ： オフシ ョ ンのインフ リ ンタかインス トールされている場合は、電子回
路カハーを取り外す前に、 インフ リ ンタホートからインフ リ ンタケー
フルを外します。 インフ リ ンタケーフルについては、 付録 C の 「コ

タ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタ」 を参照して くたさい。

10. 電子回路カハーを持ち上けて、 取り外します。

電子回路カハー
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11. 既存のメモ リ カート を メ インコン ト ロールホートから取り外します。

12. 新しい SODIMM カート を メ インコン ト ロールホートに取り付けます。

13. 電子回路カハーを元に戻します。

14. 2 つのネシて電子回路カハーを固定します。

注記 ： オフシ ョ ンのインフ リ ンタケーフルをインフ リ ンタホー ト から外し
ている場合は、 こ こてケーフルを接続します。 インフ リ ンタケーフル
については、 付録 C の 「コタ ッ ク  i200 シ リースインフ リ ンタ」 を参

照して くたさい。

15. スキャナト アを下けて、 ラ ッチかかかるまてしっかり と押し込みます。

16. スキャナの出力ト レイを再ひ取り付けます。

17. IEEE-1394ケーフルをスキャナ背面の IEEE-1394 ホートに再度接続します。

18. 電源コート を再度接続します。

   

SODIMM カート
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